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研究要旨 
プライベートクリニックに iTesting への協力を得ることで、地域に HIV 感染症、梅毒に関する検査窓口（iTesting@clinic）
を設置することが可能になる。iTesting 受験者からは、土曜日に営業している医療機関で検査を受けたいとの強い要望が

あり、iTesting@clinic の導入は、土曜日や 17 時以降にアクセス可能な検査機会を希望者へ提供することが可能になる。

本研究は、iTesting@clinic への協力を得られやすいプライベートクリニックの業態を明らかにすることを目的とした。

対象となるプライベートクリニックにアンケート調査を計画し、事前にヒアリング調査を行ったところマンパワーや採

算性など運用上の問題点が明らかになった。今後は、プライベートクリニックの業種別にアンケート調査を実施し、導入

への問題点を具体化する必要がある。 
 
A. 研究目的 

愛知県内におけるＨＩＶ感染者・エイズ患者数は、年間

100 名前後の報告が継続している。特に、医療機関への受

診機会の少ない 20～30 代のＨＩＶ感染者・エイズ患者数

が半数以上を占める。HIV 感染症は、AIDS 発症前に治療を

開始すれば致死的な感染症でないため、早期診断すること

が極めて重要である。また、梅毒は、国内外で人的移動制

限措置がとられたコロナ禍においても増加がみられ、梅毒

検査を簡便に受けることができる検査機関の整備が国内

で求められている。 

iTesting@Aichi&NMC は、HIV 及び梅毒感染に不安を持つ一

般市民に対して匿名で HIV・梅毒検査を実施し、これら感

染症の蔓延防止に成果をあげている。しかし、

iTesting@Aichi&NMC の受付時間は、平日の午後 1 時～3 時

に制限され、土曜日に検査を希望する声も少なくない。 

このため、プライベートクリニックへ iTesting への協力

を依頼し、地域に検査窓口（iTesting@clinic）を配置す

ることで、土曜日や 17 時以降にアクセス可能な検査機会

を希望者に提供することを検討した。本研究は、

iTesting@clinic への協力を依頼するにあたり協力を得

られやすいプライベートクリニックの業態を明らかにす

ることを目的とした。 

B. 研究方法 

陽性受検者の受診が名古屋医療センターで把握できる愛

知県、岐阜県、三重県のプライベートクリニックを中心と

した医療機関を iTesting@clinic の対象とした。事前調査

として婦人科プライベートクリニックにヒアリングを実

施した。 

C. 研究結果 

 HIV 感染症、梅毒検査に対する保険診療で収益をあげ

ているクリニックで iTesting@clinic に参加するメ

リットがあるのか？ 

 iTesting@clinic に関する説明や検体管理にマンパ

ワーを要する。手数料などの金銭的な支援はある

か？ 

 性風俗のスクリーニングは、匿名で実施されると陰

性証明としての役割をはたさないのでは？ 

との意見が得られた。 

E. 結論 

プライベートクリニックは、施設によって診療内容や運営

形態が多彩である。さらに、検査に関する説明や検体管理

に要するマンパワーにも制限がある。今回実施した事前ヒ

アリングにより、iTesting をプライベートクリニックに

導入するためには、実施可能なプライベートクリニックの

業務形態を明確にし、障害となる問題点を具体化する必要

があると考えれらた。公的機関でないプライベートクリニ

ックへの iTesting 導入は、業務負担や採算性の配慮が必

要であり容易ではない。しかし、プライベートクリニック

の協力を得られれば、受験者より希望の高い「土曜日も営

業している病院クリニックでの検査」が可能になる。受験

者を増加させる上で、導入への問題点を具体化が必要であ

ると認識した。今後は、業務形態の異なるプライベートク

リニックとして婦人科クリニック、泌尿器科クリニック、

人間ドッグ、メンタルクリニック、各 3～5 カ所を対象に

アンケート調査を実施して iTesting@clinic 導入の障害

となる問題点を具体化する。 
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